
令和 6 年度 

氏 名 熊谷
くまがい

 美沙子
み さ こ

 
 

生 年 昭和 44 年生 

住 所 長野県天龍村 

品 目 

手揉み茶 
 天龍村は、気温の日較差が大きく、日照時間は長いが直射日光は少なく、川霧に

より湿度が高いこと等により、茶の栽培にとっては優れた環境 
 茶園のほとんどが急傾斜地であること、生産者の高齢化により、生産量は年々減少 
 長野県では、昭和 40 年、南信州地域などで生産される特産としての茶の安定

生産や茶文化の継承と地域の財産である茶畑の美しい景観の維持を目的とし
て、「長野県茶振興協議会」を設立し茶産地を支援 

 平成 16 年に「長野県南信州茶手揉保存会」が設立され、一旦は途絶えた手揉
み茶の再興及び地域の茶文化の振興活動に取組 

技 術 

地域の茶葉の特性を踏まえた手揉み茶技術の継承と地域振興に向け
た活用 
 凍霜害の影響を受けた不揃いの生葉や通常製茶されない硬葉に対応するため、

茶葉の状態を確認しながら蒸し時間を工夫した、「若蒸し茶」技術が定着 
 平成 15 年に開催された手もみ茶講習会を機に、平成 16 年に「長野県南信州

茶手揉保存会」が設立され、平成 24 年からは理事に就任し、手揉み茶の魅力
を発信 

 全国手もみ製茶技術資格「教師補」（平成 19 年） 
 なお、南信濃製茶工場で工場長を務め、製茶作業技術を従業員に対し継承 

活 動 状 況 

 毎年、地元の小学校で、茶摘み、手揉み体験、新茶の試飲等を実施し、手もみ茶
の文化及び技術を若い世代に伝える活動を実施 

 お茶に対して興味を持ってもらうため、各種のイベントにおいて、要請に応じ
て手もみ体験等を実施 

 自身が営む宿泊施設では、宿泊客向けに手揉み茶の体験を実施 

相 談 に 
応じられる 
分野・内容 

 若蒸し茶の製茶技術 
 手揉み茶の実演・指導 
 子供向け手揉み指導 

受 賞 歴 等 

平成 22 年 2 月 「農林漁家民宿おかあさん 100 選」に認定（宿で手揉み茶を振
る舞う） 

平成 25 年度  農山漁村男女共同参画優良活動表彰 農林水産副大臣賞（次代
を担う若手地域リーダー部門 地域参画部門） 

主 な 役 職 
平成 24 年～現在 全国手もみ茶振興会 長野県理事 
令和 5 年～現在 みなみ信州農業協同組合 南信濃製茶工場 工場長 
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